
津山圏域工業会会則 

（目的） 
第1条 本会は、会員間の相互理解と交流を密にし、創造的活動を図りながら、津山地

域工業の振興と発展を促し、もってその地域経済の活性化と地位向上を目指す
ことを目的とする。 

  
（名称） 
第2条 本会は、津山圏域工業会と称する。 
 
（組織） 
第3条 本会は、次に掲げる会員をもって組織する。 
1) 正会員 
津山圏域及び周辺地域内で製造業を営み、本会の目的に賛同する企業及び組合 

2) 賛助会員 
津山地域内工業を指導、育成及び支援し、本会の目的に賛同する機関等 

 
（事業） 
第4条 本会は、第1条の目的を達成するために次の事業を行う。 
1) 工業振興対策に関する関係機関との連絡調整及び要望に関する事項 
2) 工業技術、商品開発能力の向上に関する事項 
3) 労務改善、雇用対策、人材育成に関する事項 
4) 地域活動への協力に関する事項 
5) 情報の収集、提供に関する事項 
6) その他、本会の目的達成に必要な事項 

 
（役員） 
第5条 本会に次の役員を置く。 
  会 長  1名 
  副会長  若干名 
  幹 事  若干名 
  監 査  2名 
 
（役員の選任） 
第6条 役員は総会において選任する。 
 
（役員の任期） 
第7条 役員の任期は2年とする。ただし、再任は妨げない。 
 
（役員の任務） 
第8条 会長は本会を代表し、会務を総括する。 
2 副会長は会長を補佐し、会長に事故あるときはこの任務を代行する。 
3 幹事は本会の業務一般を所掌する。 
4 監査は本会の業務及び会計を監査し、その結果を総会に報告する。 
 
（顧問） 
第9条 本会に顧問を置くことができる。 
２ 顧問は総会の議決を経て、会長が委嘱する。 
３ 顧問は本会の業務について会長の諮問に応え、総会に出席して意見を述べることが
できる。 

４ 顧問の任期は役員に準ずる。 
 
（総会） 
第10条  総会は定期総会、臨時総会の二種とする。 
2 定期総会は毎事業年度終了後2ヶ月以内に開催する。 
3 臨時総会は次の場合に開催する。 
1) 会長が必要と認めたとき。 
2) 会員の5分の1以上から要請があったとき。 



 

（総会の議決事項） 
第11条  次の事項は総会においてこれを付議する。 
1) 会則の改正 
2) 事業計画及び報告、並びに予算及び決算 
3) 役員の選任 
4) その他、本会の方針事項 

 
（総会の議事） 
第12条  総会は会員の過半数の出席をもって成立し、議事は出席者の過半数で行い、  

賛否同数のときは議長が決する。 
2 総会の議長は会長があたる。 
 
（役員会） 
第13条  本会に役員会を置く。 
2 役員会は会長が必要と認めたとき開催する。 
3 役員会の議長は会長があたる。 
 
（役員会の議決事項） 
第14条  次の事項は役員会の議決を経なければならない。 
1) 規定などの制定及び改正 
2) 総会に提案すべき事項 
3) 会員の入退会に関する事項 
4) 業務の執行に必要な事項 

 
（専門部会及び専門委員会） 
第15条  本会は必要に応じ専門部会また専門委員会を置くことができる。 
2 専門部会及び専門委員会に関する規定は別に定める。 
 
（会計） 
第16条  本会の経費は会費、助成金、寄付金、その他の収入をもってこれに充てる。 
2 専門委員会の事業運営については委員会ごとに特別会計を設ける。 
 
（事業年度） 
第17条  本会の事業年度は毎年4月1日から翌年3月31日とする。 
 
（会費） 
第18条  本会の会費額は、次の区分による。 
1) 正会員会費は、１企業（組合）年額30,000円とする。 
2) 賛助会員会費は、１機関年額20,000円とする。 
3) 会費の納入時期は、毎年度6月末日とする。 

2 専門委員会活動に参加する企業については、別途委員会活動費（参加負担金）を徴
収する。 

 
（事務局） 
第19条  本会の事務局は、津山市産業経済部経済振興課（津山市山北520）に置く。 
 
附   則 
1 この会則は平成１２年５月２３日から施行する。 
2 この会則は平成１８年４月１日から施行する。 
3 この会則は平成２０年４月１日から施行する。 
4 この会則は平成２３年４月１日から施行する。  
5 この会則は平成２４年４月１日から施行する。 
 

 
 

 


